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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第196期

第３四半期連結
累計期間

第197期
第３四半期連結
累計期間

第196期

会計期間

自平成23年
４月１日
至平成23年
12月31日

自平成24年
４月１日
至平成24年
12月31日

自平成23年
４月１日
至平成24年
３月31日

売上高（百万円） 31,121 45,774 46,823

経常利益（損失）（百万円） △588 308 443

四半期（当期）純利益（損失）

（百万円）
△766 △17 314

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
△635 △4 521

純資産額（百万円） 13,293 14,445 14,450

総資産額（百万円） 44,323 55,391 51,245

１株当たり四半期（当期）純利益

（損失）（円）
△6.21 △0.14 2.55

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益（円）
－ － －

自己資本比率（％） 29.5 25.5 27.7

　

回次
第196期

第３四半期連結
会計期間

第197期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成23年
10月１日
至平成23年
12月31日

自平成24年
10月１日
至平成24年
12月31日

１株当たり四半期純利益（円） 0.30 5.43

　（注）１．売上高には消費税等は含まれておりません。

２. 第196期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

第196期第３四半期連結累計期間及び第197期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

EDINET提出書類

若築建設株式会社(E00081)

四半期報告書

 2/19



２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　財務に関するリスク

　　　　当社グループは安定した黒字体質の構築と、財務体質の改善強化を図っております。資金面におきましては、取引金融

機関と平成24年９月28日付で、これまでの協定書という融資形態から３年間のシンジケートローンに更改しまし

た。また、季節変動資金にも機動的に対応できる状況を整え、より安定的な資金調達態勢を確保することができまし

た。

　　　　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告

書に記載した事業等のリスクについて上記以外の重要な変更はありません。なお、文中の将来に関する事項は、本四

半期報告書提出日（平成25年２月14日）現在において当社グループが判断したものであります。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　(1) 業績の状況

　　　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興需要に下支えされ、緩やかな景気回復

の動きが見られましたが、依然として厳しい雇用情勢や海外景気の下振れが、我が国の景気を下押しするリスク

となっており、不透明な状況が継続しております。 

　建設業界におきましては、公共投資は復興需要等により底堅い動きとなっているものの、民間設備投資は弱い動

きとなっており、熾烈な受注競争が続く中、労務費、建設資材価格の上昇懸念等により、依然として経営環境は厳

しい状況で推移しております。

　　  このような状況の下で、当社グループは経営の効率化と業績の向上に努めてまいりました結果、売上高は前年同

期比47.1％増の457億円、損益につきましては、営業利益６億円（前年同期は営業損失４億円）、経常利益３億円

（前年同期は経常損失５億円）、四半期純損失17百万円（前年同期は四半期純損失７億円）となりました。

　　　　　セグメントの業績は次のとおりであります。

　　   (建設事業)

　　　　  建設事業を取り巻く環境は、市場全体の縮小により受注競争は更に激化し、厳しい状態が続いております。当社グ

ループはそのような状況のもと努力を続けてまいりました結果、建設事業の売上高は前年同期比50.0％増の446

億円、損益につきましては、営業利益15億円（前年同期は営業利益２億円）となりました。

 

　　   (不動産事業)

　      　不動産事業を取り巻く環境は、景気の先行き不透明感などから、厳しい状態が続いております。当社グループはこ

のような状況を考慮し販売活動を行いましたが、当社グループの不動産事業の売上高は前年同期比27.7％減の８

億円、営業利益24百万円（前年同期は営業利益２億円）となりました。
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　(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　        当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

　(3) 研究開発活動

　　　　　当第３四半期連結累計期間における研究開発費は104百万円でありました。なお、当第３四半期連結累計期間におい

て、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

　(4) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

　　　　　当社グループの運転資金需要の主なものは、工事施工に伴う材料費・外注費等の営業費用であり、当該支出は、工事

代金及び借入で賄っております。また、設備投資資金等については、工事代金及び借入により調達することにして

おります。　

　　　　　平成24年12月31日現在の有利子負債は74億円となっており、約定弁済を進めた結果、前連結会計年度末に比べ２億円

の有利子負債減少となりました。今後とも財務体質の改善・効率化を推し進め、有利子負債の圧縮を図る方針で

あります。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 240,000,000

計 240,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成24年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 129,649,939 129,649,939
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は

1,000株であ

ります。

計 129,649,939 129,649,939 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

(株)

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金残
高（百万円）

　平成24年10月１日～　　

　　　　　平成24年12月31

日

－ 129,649,939 － 11,374 － 2,843

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 
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（７）【議決権の状況】

　　　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

　　　①【発行済株式】

 平成24年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － 　－

議決権制限株式（自己株式等） － － 　－

議決権制限株式（その他） －            － 　－

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式） 

普通株式    6,291,000
－ 　－

完全議決権株式（その他） 普通株式  123,169,000 123,169　　　　　 －（注）１

単元未満株式 普通株式      189,939 －
　１単元（1,000株）   

未満の株式 （注）２

発行済株式総数   129,649,939 －   －

総株主の議決権           － 123,169   －

　（注）１．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が6,000株（議決権の数６

個）含まれております。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式697株が含まれております。

②【自己株式等】

 平成24年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

　

若築建設株式会社

東京都目黒区下目

黒二丁目23番18号
6,291,000－ 6,291,000 4.85

計 － 6,291,000－ 6,291,000 4.85
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２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成

24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　

EDINET提出書類

若築建設株式会社(E00081)

四半期報告書

 9/19



１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 9,445 ※1
 12,361

受取手形・完成工事未収入金等 16,824 18,758

販売用不動産 ※1
 9,175

※1
 8,657

未成工事支出金等 2,727 1,512

繰延税金資産 764 724

立替金 1,683 2,231

その他 1,200 1,757

貸倒引当金 △18 △16

流動資産合計 41,802 45,988

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 ※1
 3,068

※1
 3,066

機械、運搬具及び工具器具備品 4,095 4,017

船舶 4,244 4,245

土地 ※1
 4,761

※1
 4,759

その他 83 217

減価償却累計額 △9,496 △9,525

有形固定資産合計 6,758 6,781

無形固定資産 145 156

投資その他の資産

投資有価証券 ※1
 1,782

※1
 1,736

その他 1,625 1,560

貸倒引当金 △869 △831

投資その他の資産合計 2,538 2,465

固定資産合計 9,442 9,403

資産合計 51,245 55,391
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 16,206 21,176

短期借入金 ※1
 7,665

※1
 600

未払法人税等 104 88

未成工事受入金等 5,543 3,919

引当金 382 234

その他 1,928 2,994

流動負債合計 31,829 29,014

固定負債

長期借入金 － ※1
 6,864

再評価に係る繰延税金負債 898 897

退職給付引当金 3,837 3,951

その他 229 218

固定負債合計 4,965 11,931

負債合計 36,794 40,946

純資産の部

株主資本

資本金 11,374 11,374

資本剰余金 2,860 2,860

利益剰余金 △140 △156

自己株式 △692 △692

株主資本合計 13,402 13,386

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 85 52

土地再評価差額金 691 689

その他の包括利益累計額合計 777 741

少数株主持分 270 317

純資産合計 14,450 14,445

負債純資産合計 51,245 55,391
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高

完成工事高 29,753 44,635

兼業事業売上高 1,368 1,139

売上高合計 31,121 45,774

売上原価

完成工事原価 27,410 40,870

兼業事業売上原価 1,029 901

売上原価合計 28,439 41,772

売上総利益

完成工事総利益 2,342 3,765

兼業事業総利益 338 237

売上総利益合計 2,681 4,002

販売費及び一般管理費 3,125 3,350

営業利益又は営業損失（△） △443 651

営業外収益

受取利息 8 9

受取配当金 24 10

その他 75 42

営業外収益合計 107 62

営業外費用

支払利息 195 196

シンジケートローン手数料 － 168

その他 57 40

営業外費用合計 253 405

経常利益又は経常損失（△） △588 308
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

特別利益

固定資産売却益 0 0

投資有価証券売却益 7 －

負ののれん発生益 11 －

その他 0 －

特別利益合計 19 0

特別損失

固定資産売却損 0 －

固定資産除却損 7 1

投資有価証券評価損 5 103

減損損失 4 2

その他 13 16

特別損失合計 31 123

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△601 184

法人税、住民税及び事業税 138 118

法人税等調整額 17 37

法人税等合計 155 155

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△757 28

少数株主利益 9 46

四半期純損失（△） △766 △17
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△757 28

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △7 △33

土地再評価差額金 128 －

その他の包括利益合計 121 △33

四半期包括利益 △635 △4

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △644 △51

少数株主に係る四半期包括利益 9 46
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【会計方針の変更】

　　　（減価償却方法の変更）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取

得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　この変更による当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響は軽

微であります。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１．このうち下記のとおり担保に供しております。

　(1)（イ）担保差入資産

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

預金 －百万円 382百万円

販売用不動産 9,080 8,562

建物 1,012 986

土地 4,758 4,756

投資有価証券 102 102

計 14,953 14,789

 

（ロ）担保付債務

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

短期借入金 7,615百万円 550百万円

長期借入金 － 6,864

計 7,615 7,414

なお、短期借入金には１年以内返済予定の長期借入金を含んでおります。　

　

(2)

前連結会計年度（平成24年３月31日）

　上記の他、非連結子会社と金融機関との間で締結した借入契約に基づく債務の担保として投資有価証券

27 百万円を供しております。

　

当第３四半期連結会計期間（平成24年12月31日）

　上記の他、非連結子会社と金融機関との間で締結した借入契約に基づく債務の担保として投資有価証券

27 百万円を供しております。

　

２．保証債務

連結会社以外の下記の相手先の金融機関等からの借入に対し、債務保証を行っております。

前連結会計年度
（平成24年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

門司港開発㈱ 1,295百万円 門司港開発㈱ 1,202百万円

全国漁港漁村振興漁業協同組合連

合会
128

全国漁港漁村振興漁業協同組合連

合会
128

㈱黒崎コミュニティサービス 524 その他 89

その他 93 　     

計 2,042 計 1,420

　門司港開発㈱への保証債務の一部は連帯保証であり、当社負担額を記載しております。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

減価償却費 153百万円 145百万円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成23年６月29日開催の定時株主総会において、資本金4,057百万円を減少させその全額をその他資

本剰余金へ振り替えることにつき承認可決され、平成23年８月２日にその効力が発生しております。なお、資本

金減少の株主総会決議をふまえて、取締役会決議をもって、資本準備金のうち1,014百万円をその他資本剰余金

に振り替えております。 

  資本金の額の減少及び資本準備金の振り替えにより生じたその他資本剰余金を含むその他資本剰余金の全

額6,351百万円を繰越利益剰余金に振り替えることで、欠損の填補を行っております。 

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

 
報告セグメント

その他
（注）１

調整額
（注）２　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

建設事業 不動産事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 29,753 1,187 30,941 180 － 31,121
セグメント間の内部売上高
又は振替高

－　　 － － 104 △104 －

計 29,753 1,187 30,941 284 △104 31,121

セグメント利益又はセグメン

ト損失（△）
211 255 467 △32 △878 △443

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主な内容は船舶監理業

務であります。

　　　２．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額△878百万円は、各報告セグメントに帰属しない全

社費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　３．セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っており

ます。 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

 
報告セグメント

その他
（注）１

調整額
（注）２　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３　

建設事業 不動産事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 44,635 858 45,494 280 － 45,774
セグメント間の内部売上高
又は振替高

－　　 － － 77 △77 －

計 44,635 858 45,494 358 △77 45,774

セグメント利益 1,540 24 1,565 72 △986 651

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主な内容は船舶監理業

務であります。

　　　２．セグメント利益の調整額△986百万円は、各報告セグメントに帰属しない全社費用であります。全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。　

　

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △6円21銭 △0円14銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（△）（百万円） △766 △17

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）（百万

円）
△766 △17

普通株式の期中平均株式数（千株） 123,360 123,358

（注）前第３四半期連結累計期間及び当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年２月13日

若築建設株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 佐野　　裕　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 日野原　克巳　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大津　大次郎　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている若築建設株式会社

の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成

24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。 

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、若築建設株式会社及び連結子会社の平成24年12月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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